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（１）目的 
   中山間地域における取組の特徴を把握するため、農業

地域類型別及び中山間地域等直接支払との重複有無に
よる取組実態を平成26年度実施状況報告書をもとに分
析を行う。 

 
 【分析項目】 
 ・取組開始時期 
 ・活動の組合わせ状況 
 ・面積規模別活動組織数 
 ・地目別の取組状況 
 ・施設別の取組状況 
 ・各種団体の参画状況 
 ・構造変化に対応した保全管理の目標の設定状況 
 ・農村環境保全の取組状況 
 

H26年度活動実績の分析 

１ 調査の概要 

資料４-２における用語の取扱について 

各支払について以下のように省略。 

農地維持支払・・・維持     資源向上支払(共同)        ・・・共同 

                  資源向上支払(長寿命化)・・・長寿命化 
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H26年度 中山間地域等直接支払重複有無別取組状況 

都市：都市的地域、平地：平地農業地域、中間：中間農業地域、山間：山間農業地域 
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○ 活動組織の取組開始時期を、農業地域類型別にみると、いずれの農業地域類型も農地・水・環境保全向上対策
（農地・水１期）の割合が高く（56％～72％）、ついで多面的機能支払（多面）となっている（16％～31％）。また、山間
農業地域は、他の農業地域類型に比べて、多面から開始した割合が31％と高い。 

○  中山間地域等直接支払との重複の有無別に比較すると、中間農業地域、山間農業地域とも、「重複あり」は、「重
複なし」に比べて多面から開始した割合が高く、それぞれ32％、39％となっている。 

２ 中山間地域における取組の特徴  

（１）取組開始時期 

  １）対策時期別 
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○ 取組開始年度別でみると、いずれの農業地域類型も農地・水１期創設のH19年度開始が最も高く、次いで多面創
設のH26年度開始が高い。また、山間農業地域は、他の農業地域類型に比べてH26年度開始が31％と高い。 

○ 中山間地域等直接支払との重複の有無別に比較すると、中間農業地域、山間農業地域とも「重複あり」は、「重複
なし」に比べてH26年度開始がそれぞれ32％、39％と高い。 

 ２）取組開始年度 
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○ 農業地域類型別に活動の組合せ状況をみると、いずれの農業地域類型においても、農地維持支払と資源向上支
払（共同）に取り組んでいる組織の割合が高く、概ね半数を占めている。また、山間農業地域は、他の農業地域類型
に比べ、農地維持支払のみに取り組んでいる割合が15％と高い。  

○ 中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、中間農業地域、山間農業地域とも、「重複あり」は、「重複な
し」に比べて農地維持のみに取り組んでいる割合がそれぞれ14％、19％と高い。 

（２）活動の組合せ状況 
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○ 活動組織の面積規模を農業地域類型別にみると、中間農業地域、山間農業地域では、それ以外の農業地域類型
に比べ、規模の小さい活動組織の割合が高く、20ha未満がそれぞれ39％、53％である。 

○ 中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、中間農業地域、山間農業地域とも、「重複なし」に比べて「重
複あり」は20ｈａ未満の小規模の割合が高く、それぞれ47％、63％である。 

（３）面積規模別活動組織数 

面積規模別割合（地域類型別） 
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◯  農業地域類型別の活動組織割合についてみると、府県、北海道とも平地農業地域が最も高く、それぞれ52％、
62％となっている。中間農業地域と山間農業地域を合わせると、府県が34％、北海道が32％。 

○ 地目別取組割合を農業地域類型別にみると、府県ではいずれの農業地域類型も水田が８割以上を占めている。
北海道では、都市的地域は田が、平地農業地域と山間農業地域は畑が、中間農業地域は草地の割合が高く、農業
地域類型で異なっている。 

（４）地目別（田、畑、草地別）の取組状況 

地目別取組割合（農業地域類型別） 
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○ 北海道について、農地維持支払のみの活動組織に絞ると、都市的地域は畑、山間農業地域は田、それ以外は草
地が割合が高い。 

○ また、中山間地域等直接支払との重複有無で比較すると、「重複あり」は、「重複なし」に比べて畑の割合が低い。
中間農業地域では、「重複あり」の草地は51％と、「重複なし」の21％に比べて著しく高い。 

○ さらに、農地維持支払のみの活動組織について、中山間地域等直接支払との重複有無で比較すると、中間農業
地域では、「重複有り」は93％が草地となっている。 なお、山間農業地域は「重複あり」の組織はない。 

（４）地目別（田、畑、草地別）の取組状況 

地目別取組割合（農業地域類型別）  

７ 

平地農業地域 

 都市的地域  

中間農業地域 

山間農業地域 

67% 

24% 

22% 

29% 

31% 

42% 

37% 

46% 

2% 

34% 

41% 

25% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
田 畑 草地 北海道 

0% 

0% 

9% 

63% 

85% 

16% 

1% 

37% 

15% 

84% 

90% 

0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平地農業地域 

 都市的地域  

中間農業地域 

山間農業地域 

うち農地維持支払のみ 

23% 

20% 

37% 

22% 

26% 

59% 

34% 

56% 

51% 

21% 

29% 

22% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重複あり 

重複なし 

重複あり 

重複なし 

中
間
農
業

 
地
域

 
山
間
農
業

 
地
域

 
中
間
農
業

地
域

 
山
間

農
業

地
域

 

中山間地域等直接支払との重複有無別 

7% 

73% 

0% 

63% 

0% 

23% 

0% 

37% 

93% 

3% 

0% 

0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重複あり 

重複なし 

重複あり 

重複なし 

中
間
農
業

 
地
域

 
山
間
農
業

 
地
域

 
中
間
農
業

地
域

 
山
間

農
業

地
域

 
うち農地維持支払のみ 

北海道 

(38,424ha) 

(49,565ha) 

(158,021ha) 

(407,629ha) 

(107,433ha) 

(26,642ha) 

(22,922ha) 

(50,587ha) 

(13,406ha) 

(542ha) 

(0ha) 

(485ha) 

(483ha) 

(542ha) 

(13,890ha) 

(17,356ha) 



◯  対象施設別の取組状況を農業地域類型別にみると、水路、農道の保全管理を行っている活動組織はすべて94％
以上と高い。ため池については、農業地域類型別に有意差があり、中間農業地域は49％と高く、山間農業地域は
23％と低い。 

◯  中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、中間農業地域においては、「重複あり」が「重複なし」に比
べてため池の取組割合が高い。 

（５）施設別（水路、農道、ため池別）の取組状況  

施設別取組割合（地域類型別）  
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○ 活動に参画する各種団体を農業地域類型別にみると、農業団体は、中間農業地域及び山間農業地域（以下、中
山間地域という。）が他の農業地域類型に比べて参画割合が低く、それぞれ35％、31％である。 

○ 中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、農業団体は、「重複あり」「重複なし」で有意な差はない。 

 （６）各種団体の参画状況  農業団体  
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 （６）各種団体の参画状況   農業者以外の個人・農業団体以外の団体 
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○ 活動に参画する各種団体を農業地域類型別にみると、中山間地域は平地農業地域に比べて農業団体以外の団
体の参画割合が低い。 

○ 中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、中山間地域は「重複あり」が農業者以外の個人、農業団
体以外の団体とも、参画割合が低い。 

中山間地域等直接支払との重複有無別 
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地域外経営体連携型 

集落間・広域連携型 

多様な参画・連携型 

49% 

45% 

8% 

8% 

21% 

47% 

37% 

7% 

9% 

27% 

0% 20% 40% 60%

中心経営体型 

集落ぐるみ型 

地域外経営体連携型 

集落間・広域連携型 

多様な参画・連携型 

○ 『構造変化に対応した保全管理の目標』について、農業地域類型別にみると、中間農業地域及び山間農業地域
は、他の農業地域類型に比べて「集落ぐるみ型」の割合が高く、「多様な参画・連携型」の割合は低い。 

○ 中山間地域において、中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、「重複あり」は「重複なし」に比べ、
「集落ぐるみ型」は高く、「多様な参画・連携型」は低い。 

 （７）構造変化に対応した保全管理の目標の設定状況 

構造変化に対応した保全管理目標別割合（農業地域類型別） 

①中心経営体型・・・地域内の中心経営体の育成・確保、農地集積を図り、中心経営体との役割分担や労力補完により保全管理を図る 
②集落ぐるみ型・・・集落営農組織の構築・充実等を図り、集落を基礎とした農業生産体制の整備と合わせた地域ぐるみの保全管理を図る 
③地域外経営体連携型・・・地域外の農業生産法人や認定農業者等への農地集積を図り、地域外の経営体との協力・役割分担により保全管理を図る 
④集落間・広域連携型・・・広域的な農地利用の調整、近隣集落との連携、旧村や水系単位での連携を図り、集落間の相互の労力補完や広域的な活動により保全管理を図る 
⑤多様な参画・連携型・・・地域住民の参画、地域外の団体や都市住民等との連携を図り、地域外を含め多様な地域資源管理の担い手の確保により保全管理を図る 

中山間地域 
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中山間地域等直接支払との重複有無別 
■重複あり     ■重複なし 

■都市的地域    

■平地農業地域    

■中間農業地域    

■山間農業地域 

(N=2,504) 

(N=7,158) 

(N=6,047) 

(N=3,544) 

(N=3,836) (N=5,755) 
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配慮した施設の 
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生息環境の提供 

生物の生活史を 
考慮した適正管理 

放流・植栽を通じた 
在来生物の育成 

外来種の駆除 

希少種の監視 

○ 農業地域類型別に、『生態系保全』の取組についてみると、中間農業地域及び山間農業地域は、他の農業地域類
型に比べて「生物の生息状況の把握」、「外来種の駆除」の取組割合が低い。 

○ 中山間地域において、中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、「生物の生息状況の把握」は「重複
あり」の取組割合が低く、「外来種の駆除」は「重複なし」の取組割合が低い。 

 （８）農村環境保全の取組状況（生態系） 

生態系保全の取組別割合 （農業地域類型別） 
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16% 

8% 

13% 

7% 

0% 5% 10% 15% 20% 25%
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把握 

生物多様性保全に 
配慮した施設の 

適正管理 

水田を活用した 
生息環境の提供 

生物の生活史を 
考慮した適正管理 

放流・植栽を通じた 
在来生物の育成 

外来種の駆除 

希少種の監視 

中山間地域等直接支払との重複有無別 

■重複あり     ■重複なし ■都市的地域  ■平地農業地域  ■中間農業地域  ■山間農業地域 中山間地域 (N=2,121) (N=6,474) (N=5,256) (N=2,851) (N=3,021) (N=5,086) 



 （８）農村環境保全の取組状況（水質） 

水質保全の取組別割合 （農業地域類型別） 
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9% 

10% 

7% 

10% 
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（濁水）管理 
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実施 

非かんがい期に 
おける通水 
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排水路沿いの 
林地帯等の 
適正管理 

沈砂池の 
適正管理 

土壌流出防止の 
ための 

グリーンベルト等 … 

管理作業の省力化 
による水資源の確保 

中山間地域等直接払との重複有無別 

■重複あり     ■重複なし ■都市的地域  ■平地農業地域  ■中間農業地域  ■山間農業地域 

○ 農業地域類型別に、『水質保全』の取組についてみると、中間農業地域及び山間農業地域は、他の農業地域類型
に比べて「水田からの排水（濁水）管理」及び「水質モニタリング・記録管理」がやや取組割合が低い。 

○ 中山間地域について、中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、「水田からの排水（濁水）管理」は
「重複なし」の取組割合が低く、「水質モニタリング・記録管理」は「重複あり」の取組割合が低い。 

10% 

5% 

7% 

14% 

0% 5% 10% 15%

水質保全を考慮した 
施設の適正管理 

水田からの排水 
（濁水）管理 

循環かんがいの 
実施 

非かんがい期に 
おける通水 

水質モニタリングの 
実施・記録管理 

排水路沿いの 
林地帯等の 
適正管理 

沈砂池の 
適正管理 

土壌流出防止の 
ための 

グリーンベルト等 … 

管理作業の省力化 
による水資源の確保 

中山間地域 

(N=2,121) (N=6,474) (N=5,256) (N=2,851) (N=3,021) (N=5,086) 

土壌流出防止のため
のグリーンベルト等の
適正管理 

土壌流出防止のため
のグリーンベルト等の
適正管理 



42% 

37% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

農業用水の 
地域用水としての 

利用・管理 

景観形成のための 
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農用地等を活用した 
景観形成活動 

伝統的施設や 
農法の保全・実施 

農用地からの 
風塵の防止活動 

施設等の 
定期的な 

巡回点検・清掃 

景観形成の取組別割合（農業地域類型別）  

 （８）農村環境保全の取組状況（景観） 
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○ 農業地域類型別に、『景観形成』の取組についてみると、中山間地域は他の農業地域類型比べて「施設等の定期
的な巡回・点検・清掃」の取組割合が低い。 

○ 中山間地域等直接支払との重複有無別に比較すると、 「施設等の定期的な巡回・点検・清掃」は、「重複なし」の取
組割合が低い。 

38% 
39% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

農業用水の 
地域用水としての 

利用・管理 

景観形成のための 
施設への植栽等 

農用地等を活用した 
景観形成活動 

伝統的施設や 
農法の保全・実施 

農用地からの 
風塵の防止活動 

施設等の 
定期的な 

巡回点検・清掃 

中山間地域 

中山間地域等直接払との重複有無別 

■重複あり     ■重複なし ■都市的地域  ■平地農業地域  ■中間農業地域  ■山間農業地域 
(N=2,121) (N=6,474) (N=5,256) (N=2,851) (N=3,021) (N=5,086) 



51% 

36% 
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43% 
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共同活動の強化 
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農村環境保全活動の 
幅広い展開 

医療・福祉との 
連携 

農村文化の伝承を 
通じた農村 

コミュニティの強化 

○ 農業地域類型別に、『多面的機能の増進を図る活動』について比較すると、中山間地域において、「農地周りの共
同活動の強化（鳥獣害防止対策等） 」の取組割合が高く、「農村環境保全活動の幅広い展開」の取組割合は低い。 

○ 中山間地域について、中山間地域等直接支払との重複有無別にみると、「農地周りの共同活動の強化（鳥獣害防
止対策等）」は「重複あり」の取組割合が高く、「農村環境保全活動の幅広い展開」は「重複あり」の取組割合が低い。 

多面的機能の増進を図る活動（農業地域類型別）  

 （８）農村環境保全の取組状況（多面的機能増進活動） 
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中山間地域 

中山間地域等直接払との重複有無別 

■都市的地域  ■平地農業地域  ■中間農業地域  ■山間農業地域 ■重複あり     ■重複なし 

38% 

42% 

45% 

37% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

遊休農地の 
有効活用 

農地周りの 
共同活動の強化 
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強化 

農村環境保全活動の 
幅広い展開 

医療・福祉との 
連携 

農村文化の伝承を 
通じた農村 

コミュニティの強化 

(N=1,360) (N=3,974) (N=3,685) (N=2,208) (N=2,319) (N=3,574) 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17

